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『第回移住労働者と連帯する全国フォーラム・東海』 は､ ｢多民
族・多文化共生の道を地域から創り出そう｣ をテーマに､ 年月
日 (土)､ 日 (日) に､ 本学で開催された｡ 前年から私は実行委員会の
メンバーとなり準備にあたってきた｡ また社会科学研究所には共催として
協力いただいた｡
本稿では､ 全国フォーラムの成果の一部を公表するために概要をまず示
す｡ 次に､ 開催校企画としておこなった ｢大学と外国人支援｣ 分科会の内
容について紹介し､ そこから見出すことができた大学と外国人支援､ そこ
からさらに大学とボランティア､ 地域貢献に関する問題点を列挙したい｡
. 『第回移住労働者と連帯する全国フォーラム・東海』
の概要
東海地方は､ リーマンショックに端を発した世界的大不況の前までは､
｢世界のトヨタ｣ のお膝元として南米の日系移住労働者たちが最も集住す
る地域だった｡ この不況で真っ先に派遣切りにあい生活の糧を失い､ 多く
の者が帰国を余儀なくされた｡
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[報 告]
『第回移住労働者と連帯する
全国フォーラム・東海』 を振り返って
｢大学と外国人支援｣分科会から見えてきたことを中心に
渋 谷 努
在日韓国・朝鮮人に加え､ いわゆるニューカマーの来日が年代後半
より始まって二十年有余が経過し､ あらゆる分野に様々な変化をもたらし
ている｡ たとえば日本に暮らす国際結婚のカップルには第､ 第世代が
誕生している｡ そこで､ このようなリーマンショック以後の地域社会で起
きた変化を総括するとともに､ これまで ｢上から｣ の視線で語られてきた
多文化共生を地域社会に密着した ｢下から｣ の視点でとらえなおすことを
今回の全国フォーラム全体の基本コンセプトとした｡
フォーラム初日には､ 実行委員会が想定していた以上の人ほどの方
に集まっていただいた()｡ シンポジウムでは､ 東海地域の移住者について､
リーマンショック以後の現状とこれからのあるべき姿を､ 移住当事者と労
働､ 教育､ 福祉の現場からの支援者､ さらに地域行政に携わる者という多
様な視点から報告・議論をし､ 地域から ｢多文化共生｣ の道を考えた｡
その後行なわれたの分科会では､ 入管法改変といった時期に見合っ
た問題や､ 教育や医療といった問題について議論した()｡ また､ 今回のフォー
ラムでは実験的な試みとして､ 移住当事者による分科会を企画した｡
初日の夜の交流会には､ 人ほどの参加者で会場がいっぱいになり､
熱気で熱くなるほどの盛り上がりだった｡ さらに､ 韓国やフィリピンの方々
によるダンスがさらに会場の熱気を高めた｡
日目に今回の共同代表の一人である田中宏氏に 『国・自治体・市民が
今やれること～多民族・多文化共生の道を創りだすために～』 と題した記
念講演をしていただいた｡ 年に千円札の肖像が聖徳太子から伊藤博
文に代わった際の留学生との会話から始まり､ その後の ｢外国人問題｣ と
行政との関わり､ それに対する民間組織の支援について話していただいた｡
記念講演の後､ 名無しの震災救援団の鳥井一平氏による南三陸町での支援
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 日間のスケジュールについては資料を参照｡
 分科会のテーマに関しては資料を参照｡
活動の際に撮影したビデオの上映と被災地報告をしてもらい､ その後､ フ
ロアの人たちと震災に関する意見および情報交換の時間を設けた｡
. ｢大学と外国人支援｣ の分科会
開催校企画として行った ｢大学と外国人支援｣ の分科会には､ 名ほ
どが参加した｡ 愛知県内で実際に外国人に関わる活動をしている大学生を
中心に報告と議論を行った｡ さらに大学の教員やかつて大学生だった・
の方たちからも積極的に声が上がり､ 分科会を盛り上げてもらった｡
 各団体の活動報告と問題点
｢大学と外国人支援｣ の分
科会は部構成で､ 部は
つの学生団体・ゼミが簡単に
活動を報告した後で､ それぞ
れが今直面している問題を､
赤裸々に語ってもらった｡ 分
科会当日のファシリテートは
金敬黙氏 (国際教養学部) に
していただいた｡ まずは以下に各団体の活動の概要を記す｡
＋	
ユース愛知
｢学生にもできる難民支援､ 学生だからできる難民支援｣ というスロー
ガンのもと､ ｢	
ユース｣ は､ 難民問題や人道支援に対する学生の
関心の高まりから発足した｡ 愛知の他に東京､ 関西､ 群馬､ 山梨にユース
がある｡ 私たちは､ . 難民を取り巻く社会の状況を良くする . 将来社
会で活躍する人の学びの場となる､ という つの存在目的を掲げ､
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や､ 企業と学生が協力しあうことで､ 学生独自の柔軟な発
想を難民支援にいかし､ 勉強会や実践的な活動を通して ｢普段着の難民支
援｣ ｢人と人との架け橋｣ を軸に活動している｡
＋みよしっこクラブ (中京大学現代社会学部斉藤ゼミ)
斉藤ゼミでは､ 授業の一環として市民活動に参加することを必須として
おり､ その受け入れ先の一つとして日本語教室学習支援事業 (愛知県)・
みよしっこクラブがある｡ 三好ヶ丘旭行政地区の集会所を借りて､ 金曜日
午後時から	時までブラジル人の子どもたち (小学生) を対象に日本語
教室・みよしっこクラブを行っており､ その手伝いをボランティアとして
いる｡ 現在の生徒数は
人である｡
＋
九番団地は名古屋市内でもっとも ｢外国人｣ が集住しており､ 
戸
以上の住宅のうち割以上が外国人と言われている｡ そのなかで､ 外国に
ルーツを持つ子供たち､ 特に中学生を主な対象として､ 試験前を中心に学
習支援の活動を行っている｡ 今年の
月から活動を始めたが､ 最初の回は
来てくれたのは名だった｡ それが､ 人ほど来てくれるようになった｡
＋ボラセン
識字学級では､ 戦争後の混乱期の影響で教育を受けられなかった高齢者
の方に､ 無償で日本語 (特に漢字の読み書き) を教えている｡ 手紙や作文
などを通して勉強している｡  (国際子ども学校) では､ 諸事情によ
り学校に行けない子ども達に勉強を教えたり､ 日本の文化に関係した遊び
を教えて一緒に遊んでいる｡ まなびや＠では､ 共働きなど両
親が働いていて帰っても家にひとりきりになってしまう子ども達に宿題を
みたり先生の手伝い等をしている｡
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＋南山短期大学関口ゼミ
国際子ども学校と連携して､ フィリピン国籍を持つ子どもに基本
的に週～回､ 回数時間で､ 子どもたちの宿題や分からない箇所､ テ
スト勉強などを手伝っている｡ 毎回学習内容を掲示板で報告することで､
子供たちに関する学習状況などの情報を共有している｡
 ディスカッション
部では､ 学生が外国人支
援を行う上での利点と問題点
について議論した｡ 特に分科
会参加者が抱えている問題を
共有し､ さらに問題を解決す
るための方向性を模索した｡
以下では議論を詳細に描く
ことは紙面の都合上無理なの
で､ 利点をまとめた後で､ 問題点を箇条書きで列挙する｡
大学生であることの利点
大学生の外国人に関わる活動を見てみると､ 教育や日本語教育と言った
教育に関わる活動など､ 子供に関わる活動に従事していることが多い点を
指摘できた｡ それは学生が､ 自分が持っているある程度の専門性を生かせ
る活動であり､ しかも子供たちとの間での年齢の近さが､ 子供たちが大学
生に親密さを感じる要因となっている｡ また子供を相手にする体力がある
点も利点となっている｡ このようなある程度の専門性と ｢若さ｣ が､ 大学
生が活動する場合の利点となっていた｡
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活動を続ける上での問題点
＊資金の問題
学生を中心とした団体を組織し活動を行っているところには資金の問題
を指摘するところが多かった｡
・一回に人のメンバーに円ずつ払ったら､ 円｡ それを月に
回やったら円かかります｡ それに会場を借りるお金や子供たち
に出すお菓子代を入れると月に円くらいは必要になります｡ 子
供たちから毎月円ずつもらっていますがそれだけでは足りませ
ん……｡
＊大学との関係：単位とボランティア
大学によって公的に認められている団体の中には､ 単位の問題と	

との関係に問題を抱えている場合など､ 大学側が公的に活動を認めている
からこそ､ 学生が活動を行う上での問題が生じていた｡
・市民活動を行うことが単位の条件になっているので､ 人を集めること
はできる｡ でも､ 興味のない子は一回しか来ない｡ 最低限のことしか
しない人もおり､ モチベーションに大きな差がある｡ 彼らのモチベー
ションを維持させるのが難しい｡
・	
側はもっと学生に活動に参加して欲しいが､ 活動が大学の授業
時間内であることが多いため､ 教員側としては､ 授業をサボってまで
行かせることができない｡ 単位を必要としている学生にとっては､ 支
援活動に参加することが必須だが､ 	
活動を中心にしてしまうと
大学での授業がおろそかになってしまう｡
＊リーダーシップの欠如・組織の継続
多くの団体が共通して抱えている問題がリーダーシップの欠如だった｡
また団体の継続性を危惧する意見､ さらに組織を維持するための活動の継
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続性とメンバーの確保が困難であるという意見がでた｡
・メンバーは多いのだが実際に活動に参加してくれる人が少ない｡ リー
ダーである自分が全部しなければならず､ 相談できる相手も周りにい
ない｡
・上の学年が抜けてしまったため､ 自分たちで団体をどのように運営し
たらいいのか分からなかった｡ 同じことが自分たちが抜けたときに下
の代で繰り返してしまうのではないか｡
・活動メンバーが－年なので新規メンバーの募集に困難さを感じる｡
どうすれば､ うちの団体にメンバーが集まるのか｡ そもそもの参加動
機と活動目的が一致しない場合がある｡
＊ ｢学生｣ としての限界
経験の少なさや､ 技術の未熟さといった自分の限界を意識したという意
見があった｡ さらに､ 学生としての甘えから生じるのか､ 活動への不真面
目さを指摘する者もいた｡
・子供たちの集中力が切れやすい｡ 一度遊び始めると､ 勉強に切り替え
させるのが難しい｡
・子どもたちの目標や達成感が見えない｡ 日本語が分からない子供が多
い｡ 勉強をしない｡
・大学生のドタキャンが続き､ 側から不真面目な態度に対してク
レームが来た｡
＊ボランティアとお金・強制
議論の流れの中で､ ボランティアのあり方に関する議論も行われた｡
・ボランティアをしているのにお金をもらっていいのだろうか｡ お金を
もらったらボランティアではなくなるのではないか｡ 単位をもらって
も同じことでしょう｡
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・ボランティアとしてきている人たちに､ 活動を強制することができる
のか｡ 自主性を高めようとしたらそれを強制されているのではないか
という不満に繋がった｡
以上のような､ 学生たちの議論の中で､ 出席した市民の方たちから以下
のようなアドバイスがあった｡
・学生ならではの最大のキャパシティ (ゴール・限界) を確認しよう｡
・ ｢○○支援｣ という姿勢や志そのものに問題やジレンマがあるのかも
知れない｡
・カリスマ型の活動人が変わってもまわる組織や活動
・仲間とつながっていることが活動を続ける原動力になっていた｡ フッ
トワークが軽いタイプ (外回りが上手) と総務的な仕事が上手なタイ
プで役割分担が大切｡
以上のように､ 議論は外国人支援に特化することはなく､ 団体を組織し
維持する上での困難さや大学教育と社会活動の両立によって生じる問題点
について､ 学生たちに率直な意見を語ってもらった｡
今回の分科会では､ 同様な活動を行っている大学を超えたネットワーク
を作るのが大きな目的の一つであり､ さらに学生たちが抱えている問題を
洗い出し共有するのが目的だった｡ そういう意味では､ 今回の分科会は十
分な成果を上げたと思える｡
さらに､ 分科会での学生たちの発言は､ 大学と地域社会の関係のあり方､
大学教育のあり方について､ 私たち教員側に再考を迫っている｡ ｢支援や
ボランティアとは何か｣ という大きな問題を学生たちにどのように伝えて
いくのか､ また大学で ｢教育｣ するものなのかどうかから検討しなければ
いけないだろう｡ さらにボランティアを授業の一環で行う場合の問題点､
たとえば単位の問題をどうするのか､ ボランティアをすることに対して単
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位を与えることは妥当なのか｡ ・と学生の関係の中で､ 教員は
どのような役割を果たすべきなのか｡ そして､ ボランティアをしようとい
う学生の意図を大学としてどのように伸ばしていけばいいのか｡ 最後に彼
らが直面している問題にどのようにアドバイスをしながら､ 次のリーダー
を育てていけるのか｡
以上の点は､ 大学を介した地域とのつながりを考える際に､ 重要な問題
提起である｡ そして､ このような問題は､ 個別の授業で対応できるもので
はなく､ 学部を超えた全学的な試みが必要となるのではないだろうか｡
資料 『第回移住労働者と連帯する全国フォーラム・東海』 スケ
ジュール
■	月日 (土)

： 開会 あいさつ 由井 滋さん
(移住労働者と連帯する全国フォーラム・東海共同代表)

： シンポジウム
リーマンショック後の東海地域から多文化共生の道を考える
～移住者・支援者・行政の視点から～
コーディネーター 近藤 敦さん (名城大学)
｢趣旨説明と多文化共生施策の概要｣
パネリスト 寺島千秋さん (愛知県多文化共生推進室)
｢愛知県の多文化共生社会づくり｣
阿部太郎さん (名古屋学院大学)
｢リーマンショック後の東海地域の経済状況｣
松本一子さん (東海日本語ネットワーク)
｢外国人の子どもの教育｣
広岡法浄さん (ユニオンみえ)
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｢便乗解雇の阻止､ 法令順守､ 労働条件の底上げ｣
三輪憲功さん (のわみ相談所)
｢リーマンショック後の福祉相談からみえてくる問題点｣
大島ヴィルジニアユミさん
(犬山市役所・ラテン子どもの会)
｢移住労働当事者の視点と経験から｣
： ―休憩・移動―
：～： 分科会
：～：	 交流会
エスニックパフォーマンスと料理
■月日 (日)
：	 記念講演
国・自治体・市民が今やれること
～多民族・多文化共生の道を創りだすために～
講師 田中 宏さん (一橋大学名誉教授)
質疑応答
：	 東日本大地震・南三陸町での支援活動のビデオ上映と被災地報告
報告 鳥井一平さん
(移住労働者と連帯する全国ネットワーク事務局長)
： ―休憩―
： 意見交換
提言 ブイチトルンさん
(移住労働者と連帯する全国フォーラム・東海
共同代表)
閉会の辞 大脇雅子さん
(移住労働者と連帯する全国フォーラム・東海
共同代表)
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資料 分科会とテーマ
 入門編：｢外国人問題｣ って何？私たちに何ができるの？
 女性：地域の移住 (外国籍) 女性施策
―被害者支援に焦点をあてて ―
 外国人研修生・技能実習生：
制度 ｢改正｣ で外国人実習生の権利は守られたか
 労働：労働に非正規はない・人間らしい権利を！
 医療：外国人の医療を受ける権利の確立のために
 教育：義務教育年齢 (歳) を超過した外国人の子どもの進路・進
学保障
	 新たな在留管理制度：管理ではなく､ 今こそ ｢人権システム｣ を

 難民：名古屋地域での難民申請の課題と展望
 日系人：日本に住む日系人の実情と未来を語ろう
 フィリピン人：地域社会におけるフィリピン人組織の役割
 在日コリアン：オールドカマーの視点から多文化共生を考える
 在日中国人と定住化：全国フォーラム初の分科会設置で検討すべき課題
 自治体と政策：外国人住民施策の現状と展望
 ソーシャルワーク：
移住者の個別支援における行政との連携について
 反貧困：貧困から脱出する方途を探る
 大学と外国人支援：大学・大学生による外国人支援の限界と可能性
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